


誓 品会だより

一坂井市 ICT議会タブレット端末を導入

［し＿ 主な質疑内容 ~ ] 
＇鉗、曇
〇 病院事業会計補助金について、本来国が補

償すべきと思うが、交付税・交付金への影響は。

◎ 新型コロナ感染症の影孵により、病院の外

来患者が減り ，収入が減少することによる財

政支援の補正である。現時点でこの滅収につ

いて、国の補瑣はないとllllいているが、今後

国の動向に注視していきたい。

置~圏
〇 キッチンコンテナの具体的な活用について，

どのようなことを考えているのか。

＠ 賑わいの創出や起業する方に対してチャレ

ンジ的な位硲付けもある。指定管理者が地域

の人や店舗に貸し出し、さまざまな人がコン

テナを活月1できるようにしていきたい。

◎ 本市としては人事院勧告を諄重し、関l末手

当の 0.05カ月分の減額を行っており、減額は

やむを得ない。

〇 内部決裁様式にも押印が必要であるが、今

後の押印の廃止の考えについては。

◎ 原則文書管理システムと財務会計システム

による電子決裁を基本に事務を執行している。

しかしながら、職員個人が職員課などに提出

する各種届出には押印を求める苫類が一部あ

る。今後、押印の必要性を検討しながら見直

しを進めたいと考える。

こ 請願 ~ ] 
日本政府に 『核兵器禁止条約』

請印第 1号 Iへの賛同と批准を求める慈兄.iii 不採択

の提出に関する甜穎

※参考人を招致し説明を受け密査

く主な意見＞

〇 ィンターネ ットで閲覧できる電子書籍の旅 0本市議会としても、条約を結ぶことを日本政

行雑誌 『旅色』の坂井市特集の取材と制作の
府に表明することが大切である。

内容．そして期待される効果は。
〇非常にデリケートな問題であるが、今の日米

れん

◎ 国内ト ップモデルであり女俊の石川恋さん 安保条約の下では賛成できない。

に親光地やグルメの紹介、坂井市の住みよさ

の紹介、移住定住の促進特集、ふるさと納税

の返礼品の特集について.1年間掲載される。

期待される効果として、石川恋さんに撞れて

同じ旅行行程を歩きたいという共感を呼び、

実際に本市に足を運んでもらう形を作ってい

きたい。

1罰謂置＇
〇 一般職の期末手当の引き下げを行っている

が、人事院勧告に応じて減額しなくてもいい

のではないか．

市議会では、平成28年度に立ち上げた「議会改革ワーキンググループ」にて提言された、 ICTを活用したペー

パーレス議会運営について調査研究を続けてきた結果、令和 2年度 12月定例会より、全議員にタブレット

端末を貸与し運用を開始しました。タプレット端末の使用にあたっては議員に個人負担を課すことで、議会

以外の個人の議員活動においても使用できるようになっています。

タプレット端末を導入し、専用アプリを用いることで、今までさまざまな会議で配付されていた膨大な紙

の資料が全てデータ化され、場所を問わず閲覧でき、議員への連絡などもタブレット端末でできるようにな

りました。また、資料の印刷や配付に要する職員

の労力も軽減され、行政の業務コストの削減にも

つながります。

今後は議会のみならず、タプレット端末を利用

した市民への情報公開などにも活用することで、

さらなる開かれた議会に向けて取り組んでいきま

す。
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丸岡高校「地域清掃ボランティア」の成果報告会に参加

.,. 

’ 
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▲坂井市が特集された電子書籍「旅色J
（パーコードを読み取ると公式サイ トで閲覧できます）

市議会では 11月 19日、県立丸岡高校の 2年生による 「地域清掃ボランティア」成果報告会に参加し、

生徒たちと意見交換を行いました。

地域清掃ポランティアは、生徒が坂井市役所丸岡支所のサポートを受けながら自分たちで企画し、地域

ポランティアの方々の協力を得て実施しました。この活動を通じて地域に貢献ができるなど、 一連の活動

を自分たちが主体的に行ったという達成感を得られたようです。

また、生徒からは、清掃の際に感じた公園の遊具の改善を市に要望したいという意見も出るなど、主権

者意識の醸成も図られたという印象を受けました。議員からはアドバイスとしてポランティア活動の意義

や、市内の各種団体の事例などについて話を しました。
. .'●  ● "'● ""~ ―~~'・,... 一

その後行われた意見交換会では、人口減少や少子高齢

圭圭言吉言：戸。二言手二~\言三ii吾芸\i圭芸戸；；:J" ■■,。
られていることを改めて痛感しました。
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誓 品会だより
》ー

［［＿ 主な質疑内容 ‘’ 
〇 ゅりの里公園のプロジェクションマ ッピン

グの事業目的は夜間交流人口の増加となって

いるが、施設の営業時間の延長など考えてい

るのか。

◎ 公園全体の収益が増加するように指定管理

者と協議し連携していく 。

〇 連携協定を結んでいる品川区へのユリ販売

の今後の展望は。

◎ 令和 3年度も事業を継続できるよう取り組

むとともに、坂井市J塁産物の PRも実施する

など新たな事業展開も検討していきたい。

〇 港区と協定を締結した「みなと森と水のネッ

トワーク」の成果は。

◎ 坂井市産の木材で製造されたデッキやルー

パー、内装材がホテルや保育園などに採用さ

れている。

〇 東尋坊再整偏基本計画に関して、どのよう

に県と連携していくのか。

c 交通網の充実や市内の各観光地の磨き上げ

を行い、点ではなく面で捉えた施策で県と述

携していく 。

〇 来年度の産業フェアの開催状況は．

◎ 令和 3年 6月 19日と 20nに実施する予定

であるが、感染状況を踏まえ、実行委員会が

令和 3年4月中に開催の最終的な判断をする

ことになっている。

〇 近年、某団資源回収実施団体が減少してい

るがその対策は。

◎ 民Iii]回収場所の増加により実施団体が減少

しているが、継続して事業を行えるようにサ

ポートしていく。

"舷虻量
〇 丸岡地区の1特定空き家対策の現状は。

〇 倒壊の恐れのある危険な状態であるため、

令和 2年 12月 15日までに建築物を除却する

よう命令を出したが、対処されていない状況

であり、次の段階の戒告を行っても対処され

ない場合は行政代執行による特定空き家の除

去に許手することになる。

〇 除雪オペレーターの確保と育成が必要では

ないか。

◎ 平成 30年楽酋を踏まえ、建設業以外の業

者にも協力要請を行い、 23台の除雪機械を削

車してオペレーターも確保しているが、人旦

確保や翡齢化などの課題については引き続き

国や県、 1具l係団体と連携していく 。

〇 災害時の給水体制は。

◎ 市内の浄水場に設四されている 3カ所の給

水装附と給水市や給水タ ンクで、住民への応

急給水を行うことになっている。
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更

▲委員会の管内視察の様子（ゆりの里公園付近にあるイチゴ
イ 9 ゴ王子

農園「ICHIGOOJI」)

し 主な質疑内容 ‘’ 
国9討濯，
〇 丸岡えがお子ども食堂から、今後の市内へ

の拡充は．

◎ 市内で事業実施を考えている人たちに今後、

子ども食堂などの運営に関するノウハウを丸岡

えがお子ども食堂で学んでもらいながら、順次

広げていく 。

R マイナンパーカードの交付状況は。

◎ 本市の令和 2年 11月末の交付申請数は

21.627枚、申請率は 23.7%である。
プラス

〇 健康アプリ「歩こっさ＋」の利用者を増や

す取り組みは。

◎ 令和 2年 12月 10日で 2.853件の利川者が

あり、今後、全国健康保険協会と辿携した企業

の健康づくりを検討する。

屋直闊
R PCR検査の状況は。

〇 令和 2年 11月末の検体採取数は 178件で、

内訳は行政依頼が 95件、当病院診療が 60件、

無症状の妊婦は 23件である。

〇 マスクや手袋などの消耗品備品の確保は．

◎ マスクは 1年分を確保し、手袋や料i沿用ア

ルコールは 3カ月分を確保している。

9罰胴駐欝
〇 コロナ禍で換気が必要なため、学校の燃料

費が不足している。この費用について国の交

付金を活用すべきではないか．

◎ 燃料費や光熱水校は、交付金の対依外である

が、対象となるよう国に要請している。

〇 タブレ ット端末導入による指導者の育成は．

◎ 目的は、タブレ ット端末を活用しての学力

向上と主体的対話的で深い学びの視点か ら授

業を行っていくことであり、指甜主事が県内

外の実践事例を紹介したり、授業研究会に参

加するなど、指西力を揺めるための支援をす

る。また、県教育総合研究所と連携した専門

的な研修も行う。

〇 コウノトリ巣塔の増設は。

◎ 現在、増設は考えていないが、電柱に営巣

した場合は、地元と北陸電力の理解が得られ

れば今後対応する。

こ 請願 ~ ]
75袋以上の医税費窓口位担 2割

i潤第 2月・ 1化検討中止を求める慈見＆を国1不採択

に提出すること を求める請願(If

※参考人を招致し説明を受け密査

く主な意見＞

0 75歳を過ぎた年金生活者が、病院にスムーズ

にかかれる支援体制が大事ではないか、 2割

負担は厳しい。

〇 団塊の世代が 75歳を超えると、医療毀の増

大が予想され、国民健康保険料にも跳ね返り、

確実に若い人への負担が増えることになるた

め、国の方針の通り 2割位担に上げるぺき。

※特定空き家・・・空き家等対策の推進に関する特別措置法に基づき認定された，適切な蓄理がされていない空き家． ▲歩こっさ＋のチラシ
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か
。

囚

保
脊
士
確
保
の
対
策
を
ど
う
す
る
の
か

。
安
全

•
安
心
を
守
り
た
い

。

自

〗l
`
[
[
I
J
`

：
ぃ二
"
"
"
市道
の
維
持

一

l

ゆ
り
の
里
公
園
の
活
性
化
を

）

回

股
怪
物
直
売
所
の
営
業
時
間
の
延
長
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

固

本
市
と
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
指
定

管
理
者
か
ら
の
申
請
に
よ
る
裳
業
時
間
の

変
更
を
承
認
し
て
い
る
。

固

カ
ラ
ス
、
イ
ノ
シ
シ
の
対
鉗
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

自

カ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ザ
ー
ポ

イ
ン
タ
ー
に
よ
る
追
い
払
い
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ

お
り

シ
シ
檻
の
管
理
講
習
会
の
実
施
、
不
要
な

野
菜
、
果
樹
な
ど
の
廃
棄
場
所
の
集
約
、

殷
地
の
適
正
な
管
理
を
お
顧
い
し
て
い
る
。

固

ク
マ
の
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

固

恥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
笞

察
、
梢
防
署
な
ど
と
連
携
し
、

地
元
区
長

や
地
域
住
民
と
協
力
し
な
が
ら
、
市
民
の

乙

冒疇

▲カラスの群れの風景

囚

ど
の
よ
う
に
県
と
述
携
す
る
の
か
。

目

束
泌
坊
は
県
の
観
光
戦
略
の
核
と
な

る
観
光
地
で
あ
る
た
め
、
再
整
価
事
業
を

府
実
に
進
め
、
県
は
も
と
よ
り
、
近
隣
市

町
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
多
く
の
観
光
客

を
市
全
体
に
周
遊

．
滞
在
さ
せ
る
こ
と
で
、

点
か
ら
而
へ
の
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

題
は
。

回

運
営
を
通
じ
、
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
｀
病

児
病
後
保
育
、

一
時
預
り
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
な
ど
、
母
子
保
健
担
当
と
子
育
て

支
援
の
連
携
に
よ
る

一
体
的
子
育
て
支
援

固

今
後
の
維
持
修
紹
、
更
新
の
計
画
を
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

う
考
え
て
い
る
の
か
。

回

「子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
に

取

り

回

道
路
梢
報
の
収
集
の
充
実
と
共
布
化
を

組
み
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

殴
り
、
維
持
管
理
計
画
の
中
で
推
進
を
強

べ
き
で
は
な
い
か
。

化

し

て

い

く

。

回

令
和
3
年
度
よ
り
職
且
の
配
附
体
制
を

（
大
雷
時
の
対
策
強
化
を

一

救
え
｀
充
実

・
強
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

一
児
童
虐
待
予
防
の
早
期
発
見
・

一
（

鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
を

）

対
応
を

固

大
叩
，
時
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

因

除
苫
協
力
業
者
の
削
加
、
職
且
体
制
と

本
部
体
制
の
強
化
を
図
り
、
迅
速
に
対
応

し
た
い
。

7 L代表質問 ［代表質問は．市ホームベージから動酉で視聴することができます。http.//www.C1ty.lukui-saka1.lg.jp/gika1/hoso/] ［代表質問は、市ホームベージから動画で視聰することができます。 http.//wwwcity.fukui-saka1.lg.jp/gika1/hoso/ ] 代表質問J6 
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謙案番号 件名
絨決結果 樹山田秀

宅＝ 近藤 後藤 蟻川 渡辺 前川 川南 上坂 戸板 JI古I 古屋 田中 佐藤 松本 東野 伊藤 辻川畑 前田 慣本

純永井一 畑野麻美子 栄山田 瀬潤一広 田千賃子中
9百」ヽ 哲

和寿 精治 電 直人 健11J ill 貞明 償二 哲治 寛治朗 栄治 聖一 人志 孝治 嘉彦 充雄合行 彦徹

認定第 1号
令和元年度坂井市一般会計鰻入鰻出決算の認定

認定 00  00  00  00  00  0 -00  '0 00  00  00  X 0 00  について

認定第2号
令和元年度坂井市国民健康保険特別会計歳入歳

認定 00  00  00  00  00  0 . 00  X 0 00  00  00  X 0 00  出決算の認定について

認定第 3号
令歳和元年度坂井市後期高齢者医療特別会計鰻入

認定 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  出決算の認定について

認定第4号
令和元年度坂井市水通事業会計決算の認定につ

認定 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  いて

認定第5号
令和元年度坂井市公共下水道事業会計決算の認

認定 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  定について

認定第6号
令和元年度坂井市農業集落惇水事業会計決算の

認定 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  認定について

認定第7号
令和元年度坂井市病院事業会計決算の認定につ

認定 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  いて

承認第 13号
専決処分の承認を求めることについて（令和 2

承認 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  年度坂井市一般会計補正予算（第 8号））

講第62号
坂井市一般職の職員の給与に関する条例等の一

可決 0 X 00  00  00  00  X - 00  X 0 0 ' X 0 00  X 0 00  部を改正する条例について

請案第63号 坂条井例市の一特部別職を改の正職す員るの条給例与に及つびい旅て費等に関する 可決 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  

匹第64号 坂に井関市す教る条育例委の員一会部教を育改長正のす給る与条及例びに勤つ務い時て間等 可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  

謙案第65号 令和 2年度坂井市一般会計補正予算（第9号） 可決 00  00  00  00  00  0 . 00  '0 00  00  00  X 0 00  

絹案第66号 令予和算 2（第年度2坂号井）市国民健康保険特別会計補正 可決 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  

絹案第67号 令予和算2（第年度1号坂井）市後期高齢者医療特別会計補正 可決 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  

譲案第68号 令和2年度坂井市水遍事業会計補正予算（第 1号） 可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  

騒案第69号
令和 2年度坂井市公共下水通事業会計補正予算

可決 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  （第 1号）

議案第70号 令（第和42号年）度坂井市病院事業会計補正予算 可決 00  00  00  00  00  0 -00  X 0 00  00  00  X 0 00  

譲案第71号 坂井市まちづくり計画の変更について 可決 00  00  00  00  00  0 -00  '0 00  00  00  X 0 00  

謙案第72号
指定管理者の指定（丸岡バスターミナル交流セ

可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  ンター）について

絹案第73号
指定管理者の揖定（坂井市ゆりの里公園農産物

可決 00  00  00  00  00  0 -00  00  00  00  00  00  00  直売所）について

騒案第74号
坂井市国民健康保険税条例の一部を改正する条

可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  例について

撮案第75号
坂井市生江学習センタ一条例の一部を改正する

可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  条例について

濃案第76号
坂井市視聴覚ライプラリ一条例を廃止する条例

可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  について

111案第77号
坂井市水遍事稟給水条例等の一部を改正する条

可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  例について

Ill案第78号 令和 2年度坂井市一般会計補正予算（第 10号） 可決 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  

積願第 1号 を日本求政め府る意に見＇書核の兵提器出禁に止閲条す約るJ鱈へ願の賛同と批准 不罪 • 0 X X X X . . . . X• 
'' 0 X 口 x X X X X 0 X .. 

75鰻以上の医療費窓口負担2割化の検討中止
請願第2号 を求める憲見書を国に提出することを求める騎 不翻 '0 '' X X '' '' 0 -'' 0 X X 0 X X '' 0 X '' 願書

発議第 5号
北来陸線新準幹備線会敦社賀に開対業すのる遅財れ政支に伴援をう福求井め県る並意行見在書

採択 00  00  00  00  00  0 . 00  00  00  00  00  00  00  
の提出について

頃 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 

よ
り
、
避
難
所
の
収
容
人
数
が
大
的
に
減

少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

国

避
難
所
の
数
を
培
や
す
こ
と
で
対
応
し
、

地
震
や
沖
波
に
よ
る
避
難
に
加
え
、
感
染

症
対
策
も
踏
ま
え
た
避
難
想
定
を
行
い
、

適
切
な
避
難
対
策
の
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

回

浸
水
予
測
地
域
に
お
け
る
介
股
施
設
や

即
が
い
者
施
設
な
ど
の
有
無
は
。

固

限
は
令
和
2
年
10
月
、
日
本
悔
側
で
マ

自

こ
れ
ま
で
の
想
定
区
域
に
該
当
す
る
施

グ

ニ
チ
ュ

ー
ド
7
ク
ラ
ス
の
地
虚
が
発
生

設
は
な
い
が
、
新
た
に
該
当
す
る
施
設
が

し
た
場
合
の
沖
波
没
水
想
定
を
見
直
し
た
。

出
て
き
た
場
合
に
は
、
避
難
確
保
計
画
の

新
た
な
想
定
で
は
、
律
波
の
揺
さ
が

策
定
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

坂
井
市
三
国
町
安
島
付
近
の
悔
作
線
で
品

大
12
.2
メ
ー
ト
ル
と
竹
が
出
さ
れ
る
な
ど
‘

[
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
蓄
は

一

2
0
J
2
年
に
県
が
示
し
た
独
自
想
定
に

比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。

本
市
の
律
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
津
波

避
難
計
画
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
が
必
要

で
は
．

自

県
が
令
和

2
年
度
中
に
指
定
す
る
津

波
災
害
警
戒
区
域
を
基
に
、
該
当
地
域
の

人
た
ち
の
慈
見
を
聞
き
な
が
ら
、
沖
波
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正
な
ど
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

固

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

囚

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
た
本

市
の
事
業
に
つ
い
て
、

主
な
内
容
と
予
符

規
模
は
。

自

市
主
催
の
事
業
以
外
に
も
、
補
助
団

体
や
指
定
管
理
者
主
催
の
も
の
が
あ
る
が
、

特
に
影
孵
を
受
け
た
の
は
地
区
別
敬
老
会

や
丸
岡
古
城
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事

業
で
、
他
分
野
で
中
止
と
な
っ
た
TJJ
業
分

と
合
わ
せ
た
予
鍔
額
は
こ
れ
ま
で
で
約
6
.

8
0
0
万
円
と
な
る
。

〇 坂 井1'1!
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囚

厳
し
い
経
営
屎
坑
に
附
か
れ
て
い
る
公

共
交
通
市
業
者
や
観
光
業
者

・
飲
食
店
な

ど
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
支
援
策
と
今
後

の
対
応
策
は
。

自

鉄
道
事
業
者
に
対
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
に

よ
る
減
収
分
の
支
援
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
へ
の
支
援
を
、
バ
ス
事
業
者
に
対
し
て

も
同
じ
く
減
収
分
の
支
援
を
進
め
て
い
る
。

観
光
業
者
や
飲
食
店
を
含
む
市
内
事
業

者
に
対
し
て
は
、
各
種
補
助
事
業
に
加
え
、

ペ
イ
ペ
イ
株
式
会
社
と
連
携
し
て

20
％
還

元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
県

と
も
連
携
し
て
い
き
な
が
ら
、
効
米
的
な

▲ 坂井市津波ハザードマッブの表紙

追
加
策
を
検
討
し
た
い
。

固

新
利
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
後
、

生
括
相
談
や
生
活
保
渡
巾
胡
件
数
に
変
化

は
あ
る
か
。

因

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
お
け
る

新
規
相
談
件
数
が
大
輻
に
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
住
宅
確
保
給
付
金
や
生
活
福
祉

杖
金
の
特
例
貸
付
な
ど
、
生
活
保
殺
に
至

る
前
の
支
援
策
の
充
実
に
よ
っ
て
、
生
活

保
股
の
相
談
や
中
間
・
旧
始
件
数
に

つ
い

て
は
前
年
と
比
ぺ
て
減
少
し
て
い
る
。

9 L定例会審議結果 ［代表質問は、市ホームベージから動画で視聰することができます。http.//wwwcity.fukui-saka1.lg.jp/gika1/hoso/ ] 代表質問j8 



誓 品会だより
囚

現
在
の
市
内
の
屈
況
感
は
。

自

本
市
に
お
い
て
は
国
や
県
の

G
O
T
O

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
効
果
に
よ
り
一
部

回
復
の
兆
し
は
あ
る
が
、
製
造
業
な
ど

一
部
の
業
種
に
つ
い
て
は
｀
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
下
に
骰
か
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

固

長
期
の
学
校
休
業
が
国
の
指
針
に
よ

り
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
が
及
ぽ
し
た

影
啓
は
。

因

3
月、

4
月
は
大
切
な
時
期
で
あ
り
、

十
分
な
心
の
準
備
が
で
き
な
い
ま
ま
、

級
友
や
先
生
と
別
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
状
況
が
、
児
登

・
生
徒
の
心
に

及
ぽ
し
た
影
秤
は
大
き
か
っ
た
と
考
え

る。

固

公
共
施
設
の
感
染
症
対
策
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

自

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
利
用
者
全
旦
の
マ
ス
ク
祈
用
や
室
内

の
換
気
の
徹
底
、
沖lH
甜
液
や
非
接
触
型

の
体
温
計
を
設
附
し
て
い
る
。

体
育
館
は
、
利
用
者
自
ら
の
備
品
の

固

水
防
法
の
見
直
し
に
よ
る
、
洪
水
・

士
砂
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
改
定
内
容
は
。

因

千
年
に

一
度
の
大
雨
に
よ
る
最
大
規

校
を
想
定
し
た
没
水
区
域
を
示
す
こ
と

と
、
早
期
立
ち
退
き
避
難
が
必
要
な
区

域
の
記
載
で
あ
る
。

国

磯
部
川
な
ど
の
市
内
の
河
川
に
お
け

る
危
険
箇
所
潤
杏
な
ど
に
つ
い
て
、
国
、

県
と
協
議
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

自

協
誦
を
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
堤
防

か
ら
越
水
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
区
間
に

つ
い
て
は
、
国
、
県
と
桔
報
を
共
有
し

て
い
る
。

固

福
井
県
は
、

三
国
町
安
島
付
近
で
、

品
大
沖
眩
＂
阿

1
2
.
2
m
と
公
表
し
た
が
、

tit波
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
見
直
し
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

自

前
回
よ
り
没
水
面
秘
が

12ha
増
え
る

こ
と
か
ら
、
令
和
2
年
度
中
に
津
波
警

戒
区
域
を
指
定
し
、
令
和
3
年
度
中
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正
を
行
う
。

l̀lEN_ワ
ー
ト
と
し
た

一

＿ 

般

質

問

▲わがまち便利帳に掲戴されてい
る洪水 ・土砂ハザードマップ

固

県
や
市
町
の
支
援
を
受
け
て
移
住
し

た

「新
さ
か
い
人
」
は
何
人
い
る
の
か
。

自

令
和
元
年
度
で
は
、
前
年
に
比
ぺ
、

14
人
多
い

65
人
と
な
っ
て
い
る
。

固

子
育
て
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
市
の

魅
力
を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

因

気
軽
に
お
試
し
移
住
が
出
来
る
屎
境

を
整
備
し
、
市
の
仕
み
や
す
さ
を
実
感

し
て
も
ら
う
施
策
を
進
め
て
い
る
。

囚

教
育
屎
悦
、

子
育
て
屎
悦
が
整
っ
た

地
域
に
、
市
主
母
の
区
画
整
理
事
業
は

で
き
な
い
の
か
。

自

現
在
は
、
坂
井
市
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
中
で``る

4ヽ

0
し

▲感染症対策に取り組んでいる
コミュニティセンターの様子

梢
掃

・
消
毒
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
て

い
る
。ま

た
、
図
書
館
に
お
い
て
も
閲
既
席

の
間
隔
を
確
保
し
て
い
る
。

固

ク
マ
が
人
里
に
出
て
く
る
要
囚
の

一

っ
と
し
て
、

里
山
の
流
廃
が
考
え
ら
れ

る
が
、
市
の
見
解
は
。

自

近
年
里
山
を
管
理
す
る
人
が
滅
少
し
、

里
山
が
荒
廃
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ク
マ

が
近
づ
き
や
す
い
環
境
に
な

っ
た
と
考

え
る
。今

後
は
、
森
林

・
山
村
多
而
的
機
能

発
揮
対
策

事
業
な
ど

を
通
じ
て
、

里
山
の
保

全
に
努
め

た
い
と
考

え
る
。

回扇回
渡辺竜彦

固

要
介
渡
度
4
以
上
で
在
宅
介
渡
を
受

け
て
い
る
翡
齢
者
に
向
け
て
、
介
渡
夕

ク
シ
ー
利
JfJ
券
を
配
布
し
て
は
。

固

県
内
自
治
体
の
実
施
状
況
や
在
宅
介

渡
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
な

が
ら
調
査

・
検
討
し
た
い
。

国

外
出
困
難
な
邸
齢
者
に
、
訪
間
理
容
・

災
容
の
補
助
を
し
て
は
。

目

現
在
、
補
助
の
予
定
は
な
い
が
、
在

宅
漑
齢
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
既
存
の
訪
間
理
容
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
梢
報
提
供
を
し
て
い
き

た
い
。

一
障
が
い
者
＿
雇
用
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き

一

囚

令
和
3
年
3
月
か
ら
法
定
屈
川
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
坂
井
市
に
お
い

て
も
即
が
い
者
一屈
川
を
栢
極
的
に
進
め

る
ぺ
き
で
は
。

固

福
井
労
働
局
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
協

力
し
、
法
定
雁
用
率
達
成
に
向
け
て
努

め
て
い
き
た
い
。

固

世
界
辿
荘
は
文
化
財
を
担
似
や
破
壊

か
ら
守
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
日

本
辿
性
は
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
国
内

外
に
発
信
し
、
観
光
誘
客
や
地
域
活
性

を
国
を
学
げ
て
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

本
市
初
の
北
前
船
認
定
は
有
効
に
活

川
さ
れ
て
い
る
の
か
。

目

こ
れ
ま
で
に
北
前
船
寄
港
地
フ
ォ
ー

ラ
ム
．Ill
坂
井
と
研
究
交
流
セ
ミ
ナ
ー
を

鼎
催
し
、

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
。

ま
た
学
生
向
け
の
文
化
体
験
ツ
ア
ー

や
シ
ニ
ア
批
代
対
象
の
魅
力
体
験
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
古
民
家
再
生
整
備
で
賑
わ

い
創
出
を
狙
っ
て
い
る
。

固

命
懸
け
で
航
悔
に
臨
ん
だ
船
乗
り
や
、

商
人
を
も
て
な
し
た
文
化
や
文
化
財
を

シ
ピ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
に
役
立
て、

機
迎
を
上
げ
て
は
。

固

北
前
船
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
拶
を

人
々
の
五
感
に
訴
え
、
本
市
の
素
睛
ら

し
さ
を
ガ
イ
ド
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

囚

大
手
旅
行
サ
イ
ト
と
の
提
携
や
、
外

国
人
、
雑
誌
ラ
イ
タ
ー
、
旅
行
会
社
対

. -
.-.: 

▲本市に飛来したコウノトリ

。

IJUf:ll曇郡

▲昔ながらの造船技術で製作された
ペザイ船 5分の 1模型

紙
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
必
要
で
は
。

固

こ
の
認
定
を
受
け
た

40
市
町
が
総
括

し
て
大
手
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
事
業
連
携

し
て
い
る
が
、
今
後
三
国
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
も
併
せ
、
事
業
展
開
や
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
き
た
い
。

固

三
国
神
社
を
始
め
と
す
る
19
カ
所
の

構
成
文
化
財
を
巡
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

G
P
S
述
動
型
の
ア
プ
リ
を
}
料
入
し
て

は
。

固

ま
さ
に
今
風
で
あ
り
、
回
遊
促
進
に

向
け
そ
の
よ
う
な
仕
掛
け
を
広
め
て
い

き
た
い
。

は
く
せ
い

固

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
剥
製
を
本
市
に
設
附

し
て
は
。

固

地
元
の
人
た
ち
に
も
大
変
愛
さ
れ
て

い
た
の
で
、
剥
製
の
完
成
後
は
地
元
の

施
設
な
ど
に
展
示
し
て
い
き
た
い
。

囚

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
子
育
て
や
自
然
屎
悦

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
た
め
、
市
の
施

策
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
活
川
し
て
は
。

固

実
際
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飛
来
や
巣
作

り
が
安
定
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
瓜
要

で
あ
る
た
め
、
今
後
の
状
況
を
見
守
り

た
い
。

E
 

間：:Si-1拭I
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誓 品会だより
固

俎
子
粘
ね
機
が

i

叫
入
さ
れ
た
が
、
時

間
短
縮
の
た
め
に
も
う
ー
台
設
附
で
き

な
い
か
．

固

令
和
元
年
9
月
か
ら
}
料
入
し
、
待
ち

時
間
の
短
縮
に
役
立

っ
て
い
る
。

財
政
状
況
を
蹄
ま
え
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

固

リ
ス
ト
バ
ン
ド
を
早
急
に
}叫
入
で
き

な
い
か
。

固

リ
ス
ト
バ

ン
ド
沌
入
の
必
要
性
に

つ

い
て
考
え
て
い
る
が
、
よ
り
安
全
な
医

療
提
供
を
図
る
た
め
に
、
医
師
、
看
護

部
な
ど
の
慈
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
す

る。

囚

病
院
前
の
バ
ス
作
に
お
い
て
、
寒
い

時
期
に
バ
ス
を
待
っ
患
者
の
た
め
に
、

フ
ー
ド
付
き
の
ペ
ン
チ
を
設
附
で
き
な

い
か
．

自

バ
ス
停
の
風
よ
け
、
お
よ
び
そ
れ
に

類
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
尊
入
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

固

夜
勁
を
し
て
い
る
石
訛
師
の
た
め

に
、
三
国
病
院
内
の
梨
屈
か
ら
薬
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

固

供
川
を
開
始
す
る
と
県
の
試
”
で
は
、

交
通
迅
が
1
日
1
,
0
0
 
0
台
増
え
る
た

め
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

自

県
は
本
市
お
よ
び
関
係
区
と
の
協
議

を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

板
倉
邸
江
線
は
幅
旦
が
狭
く
、
交
通

磁
が
多
い
道
路
で
、
接
続
時
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
る
。

本
市
と
し
て
は
、
事
業
進
捗
を
見
極

め
な
が
ら
、
県
に
対
し
て
市
道
随
応
寺

末
政
線
、
も
し
く
は
稲
井
港
丸
岡
イ
ン

タ
ー
辿
絡
道
路
ま
で
の
供
用
開
始
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

-
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
進
め
方
は

一

固

生
徒
1
人
1
台
の
タ
プ
レ
ッ
ト
端
末

の
}料
入
状
況
は
。

自

令
和
3
年
1
月
中
句
か
ら
各
小
中
学

校
に
順
次
納
入
し
、

2
月
末
ま
で
に
は

完
了
予
定
で
あ
る
。

固

令
和
3
年
度
か
ら
の
授
業
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

自

低
学
年
は
カ
メ
ラ
機
能
を
使
用
し
た

ア
サ
ガ
オ
の
成
長
記
録
、
絵
や
文
字
の

害
き
込
み
、
3
年
生
以
降
は
キ
ー
ボ
ー

ド
を
用
い
た
文
字
入
力
な
ど
、

年
齢
や

発
達
段
階
に
応
じ
た
授
業
を
進
め
る
。

固

タ
プ
レ
ッ
ト
端
杢
叫
入
後
は
、
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

因

大
切
な
こ
と
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
主
体
的

・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
現
で
あ
り
、
利
点
を
生
か

す
授
業
の
進
め
方
を
研
究
し
て
い
く
。

夏―-
▲本市の今後の道路計画

謳
閥-~f•I

▲坂井市立三国病院

自

院
外
処
方
に
お
け
る
病
院
の
メ
リ

ッ

ト
は
薬
品
の
在
庫
管
理
、
薬
剤
師
の
調

剤
、
監
査
が
不
要
に
な
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

院
内
処
方
の
取
り
入
れ
に
閲
し
て

は
、
先
述
し
た
メ
リ

ッ
ト
の
喪
失
や
、

受
け
ら
れ
な
い
人
と

の
不
公
平
な
ど
が

生
じ
る
た
め
、
対
応
は
難
し
い
。

一
不
妊
治
療
に
更
な
る
助
成
を

l

固

uJJ
成
回
数
を
堺
や
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

固

国
、
県
の
助
成
事
業
の
動
向
を
注
視

し
、
十
分
配

慇
し
て
い
き

た
い
。

回
印
暴

近藤哲行

固

S
D
G

S
の
取
り
紺
み
に
お
け
る

サ

エ

テ

ィ

s
o
c
i
e
t
y
5
.0
の
ピ
ジ
ョ

ン

を
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

固

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

展
し
た
と
し
て
も
、
誰
も
が
個
性
を
発

揮
し
、
住
み
よ
さ
を
実
感
で
き
る
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

で
あ
る
。

s
o
c
i
e
t
y
5
.0
の
ピ
ジ
ョ

ン
を
地
域
課
題
解
決
や
地
域
発
展
に
生

か
し
、
施
策
を
推
進
す
る
。

固

広
域
自
治
体
連
携
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
と
外
部
人
材
の
登
用
は
。

目

7
市
4
町
が
ふ
く
い
硲
北
連
携
中
枢

都
市
圏
を
迎
携
し
、
各
市
町
の
さ
ま
ざ

ま
な
白
源
産
業
、
人
材
の
活
用
、
定

住
の
た
め
の
環
境
賂
備
、
住
民
の
生
活

関
連
機
能
サ
ー
ピ

ス
の
維
持
向
上
な
ど
、

55
の
事
業
を
掲
げ
て
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
、
多
様
化
し
、

一2

回
度
化

す
る
行
政
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
外

部
人
材
の
活
用
も
検
討
す
る
。

回

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
見
直
し
は
．

一[H"
＂"[
ニ

囚

巾
の
就
学
時
健
診
の
実
施
状
況
と
、

発
達
節
古
が
疑
わ
れ
る
児
敵
の
割
合
は
。

目

入
学
予
定
の

小
学
校
を
会
場
に

10

月、

11
月
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年

度
、
令
和
元
年
度
の
健
診
で
は

7
%
I

9
％
確
認
さ
れ
て
い
る
。

囚

就
学
に
向
け
た

「移
行
支
援
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
活
川
状
況
は
。

固

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
移
行
支

援
会
議
に
お
い
て
園
と
学
校
が
柄
報
の

共
有
を
行
い
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー

ト
を
行

っ
て
い
る
が
、
保
護
者
の
十
分

な
理
解
を
得
る
の
が
難
し
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
。

囚

支
援
を
必
要
と
す
る
児
箪
が
年
々
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
中
、
「坂
井
市
第

二
次
教
＃
振
典
基
本
計
画
」
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

目

現
在
、
市
内
全
て
の
小
中
学
校
に
特

別
支
援
学
級
が
設
附
さ
れ
て
お
り
、
通

級
に
よ
る
指
}
叫
も
含
め
、
多
様
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

令
和
2
年
度
策
定
予
定
の
第
二
次
計

画
で
は
、
※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
構
築
に
よ
り

一
府
の
推
進
を
目

指
す
と
と
も
に
、
園
か
ら
小
、
中、

一3回

と

一
買
し
た
支
援
が
引
き
継
が
れ
る
よ

う
に
、
移
行
支
援
体
制
の
充
実
を
さ
ら

に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
盛
り
込
む
。

囚

3
歳
児
健
診
と
就
学
時
健
診
の
中
間

とこナ

に

「5
歳
児
就
学
前
健
診」

を
実
施
す

る受

べ
き
と
考
え
る
が
。

を

育教こ

固

発
逹
閃
宙
の
早
期
発
見

・
早
期
支
援

共

に
つ
な
が
り
、
岡
か
ら
小
学
校
へ
の
支
がも子

援
が
さ
ら
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
も
の
ど

と
認
誰
し
て
い
る
。

なのが

福
祉
部
屈
と
教
育
委
且
会
と
の
辿
携
ぃ障

体
制
を
賂
え
、
今
後
十
分
に
検
討
し
て
ともど子

い
き
た
い
。

るぁ

県

の

が

井

成

陣

福月

育

3
作

年

会

教

5
員

プ

シ

2
委

レ

成

育
平

教

―

▲

クンィ※
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▲まちづくり懇話会の様子

固

交
付
金
の
使
い
迫
を
限
定
せ
ず
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
活
用
が
で
き
る

よ
う
制
度
設
計
を
進
め
る
。

ま
た
、
地
区
区
長
会
交
付
金
や
、
市

か
ら
の
各
種
事
業
補
助
金
の
統
合
の
可

能
性
に

つ
い
て
も
校
索
し
て
い
る
。

囚

丸
岡
駅
舎
交
流
施
設
、
丸
岡
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い

・
父
流
づ
く
り
に
お
け
る

公
・
民
・
”
字
が
述
携
し
た
取
り
糾
み
の

必
要
性
は
。

因

坂
井
閥
校
の
マ

ル
シ
ェ

出
店
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
の
創
設
を
考
え
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
態
で
活
動
が
で
き
て
い

な
い
。
公

・

民

・
学
が
連

携
し
、

計
画

的
で
効
果
的

な
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。

灼
昌一

i

且、ra晴到
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固

参
画
セ
ン
タ
ー
は
坂
井
健
庫
セ

ン

タ
ー
の
2
階
に
設
附
す
る
と
示
さ
れ
て

い
る
が
、
運
営
体
制
は
。

固

世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
、
誰
も
が

親
し
め
る
開
か
れ
た
場
所
と
な
る
よ
う
、

今
後
、
運
営
体
制
を
整
備
し
て
い
く
。

囚

本
市
の
特
定
市
業
主
行
動
計
画
に
は
、

令
和
4
年
度
の
目
椋
値
に
部
長
職
の
女

性
職
員
登
用
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

令
和
3
年
度
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
．

回

現
在
、
課
長
職

8
名
、
次
長
職

4
名

の
女
性
職
旦
が
い
る
が
、
今
後
は
部
長

職
の
登
用
を
進
め
た
い
。

囚

本
市
で
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
職
員

の
慟
き
方
や
そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
伽
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
の
か
。

自

自
治
体
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
実
証
実
験

事
業
の
採
択
を
受
け
、
令
和
2
年
度
中

に
テ
レ
ワ
ー
ク
を
試
行
的
に
実
施
し
た

りょ

い。

だ会

（

観
光
施
設
に
「
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
」
を

一

井
議

坂

市

固

誓

ト
イ
レ
梢
掃
維
持
管
理
の
対
応
は
ど

"
"フブ（学童保育）
一

固

w門
職
で
あ
る
放
課
後
児
滋
支
援
員

の
適
正
な
配
凶
と
、

全
て
の
学
箪
保
育

の
現
均
に
正
規
職
い
が

I
人
は
必
要
と

考
え
る
が
。

自

児
童
ク
ラ
プ
の
規
模
に
合
わ
せ
て
、

正
規
職
且
が
必
要
か
ど
う
か
検
討
し
｀

適
正
な
配
骰
に
努
め
る
。

回

翌
昆
保
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
骰
を
。

因

必
要
性
を
感
じ
て
お
り
巡
回
指
}
叫
の

取
り
組
み
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

回

坂
井
市
4
地
区
の
学
蛮
保
育
体
制
の

迎
い
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

因

土
曜
日
に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制
に

違
い
が
あ
り
、
賂
合
性
を
回
る
必
要
性

が
あ
る
か
ど
う
か
似
重
に
検
証
し
、
児

童
ク
ラ
ブ
の
体
制
に

つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

固

学
窟
保
育
の
施
設
も
三
密
状
態
で
あ

り
、
現
場
に
合
わ
せ
た
地
域
の
集
会
出

の
利
川
を
す
べ
き
で
は
。

固

現
在
の
体
制
の
中
で
、
活
動
場
所
を

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

1̀1"り""-
ふに r03 
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▲男女共同参画基本法の 5つの柱

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
泊
掃
の
祀
録
が
な
い
こ
と
は

改
善
で
き
な
い
か
。

目

委
託
契
約
に
よ
り
週
に
数
回
程
度

行
っ
て
お
り
、
破
損
箇
所
の
修
繕
な
ど

も
適
宜
行
っ
て
い
る
。

泊
掃
記
緑
は
今
後
の
運
用
の
中
に
取

り
入
れ
る
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国

観
光
地
の
ト
イ
レ
を
使
器
の
自
動
洗

浄
や
温
水
洗
浄
便
座
な
ど
に
改
修
し
て

は
ど
う
か
。

回

計
画
的
に
市
内
の
ト
イ
レ
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。

田中千賀子
▲児童館の様子

固

貸
付
実
紹
の
現
状
を
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
か
。

因

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

固

今
後
の
支
援
奴
と
生
活
保
渡
の
巾
蘭

件
数
の
見
込
み
は
。

固

現
在
、
特
例
貸
付
に
つ
い
て
の
申
訥

期
限
延
長
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

雁
用
桔
勢
が
低
迷
し
続
け
た
場
合
、

生
活
保
護
申
請
は
相
当
な
数
に
上
る
。

固

今
後
の
支
援
や
手
続
き
な
ど
で
職
且

の
確
保
や
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
。

因

市
と
市
社
協
に
お
け
る
相
談
支
援
体

制
の
強
化

を
図

っ
て

い
る
。

!J:: 片油約紺

囚

市
内
キ
ャ
ン
プ
場
の
状
況
は
。

目

市
が
笠
理
す
る
施
設
に
は
、
悔
浜
自
然

公
園
た
け
く
ら
べ
広
場
が
あ
り
、
令
和

元
年
は

3万
3
・o
o
o人
の
利
用
が
あ

る。
民
間
施
設
で
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

が
休
暇
村
越
前
三
国
と
芝
政
ワ
ー
ル
ド

に
あ
り
、
令
和
元
年
は

2
万

4
.
o
o
o

人
の
利
用
が
あ
る
。

固

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
伽
計
画
は
あ
る
か
。

固

整
備
計
画
は
な
い
が
、
悔
浜
自
然
公

園
の
キ
ャ
ン
プ
施
設
は
老
朽
化
が
著
し

く
、
安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら
も
改
修

な
ど
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

固

ゅ
り
の
里
公
園
を
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

プ
の
搬
地
に
し
て
は
。

目

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
令
和
2
年
度
か
ら
は
、
テ

ン
ト
や
タ
ー
プ
、
コ
ン
ロ
の
利
用
を
可

能
に
し
た
が
、
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
の

屎
瑳
賂
備
を
し
て
い
な
い
た
め
、
日
帰

り
キ
ャ
ン
プ
の
み
に
限
定
し
て
い
る
。

屎
境
整
備
や
運
営
方
法
な
ど
さ
ま
ざ

回

ひ
と
り
親
世
術
や
中
小
企
業
が
"ILl
か

れ
て
い
る
現
状
と
、
今
後
の
施
策
は
。

自

ひ
と
り
親
世
帯
の
生
活
困
窮
の
長
期

化
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
臨
時
特
別
給
付

金
を
追
加
支
給
す
る
。

中
小
事
業
者
の
現
状
は
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
と
認
識
し
て
お
り
、
ペ

イ
ペ
イ
株
式
会
社
と
連
携
し
た
事
業
の

第
2
弾
を
令
和

3
年
1
月
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
生
活
状
況
が
切
迫
し
た
人
に

は
、
生
活
保
巡
な
ど
の
申
訥
を
提
案
す

る
。

囚

自
ら
命
を
絶
つ
人
が
全
国
的
に
急
陪

し
て
い
る
が
、
屯
話
や

S
N
S
に
よ
る

相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

目

ln小
や
閑
係
機
関
と
梢
報
共
有
し
、
相

談
窓
口
、
相
談
方
法
を
周
知
す
る
。

本
市
は
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
自
殺
対
策
計
画
を
令
和

3
年

3
月
に
向
け
て
策
定
中
で
あ
る
。

国

高
校
受
験
を
す
る
受
験
生
全
員
が
安

心
し
て
受
験
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
。

固

令
和

3
年

3
月
4
日
、

5
日
の

一

般
入
学
選
抜
試
験
の
際
．
新
型
コ
ロ
ナ

牌~-••• X olPoyP● , I 

▲1月に実施された第2弾
PayPayキャンペーン

薗霞
▲老朽化が著しい施設（海浜自然公園）

ま
な
課
題
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
先
進

地
事
例
な
ど
を
参
考
に
伯
重
に
検
討
し

た
い
。

囚

公
共
ト
イ
レ
の
お
も
て
な
し
化
は
。

国

令
和
元
年
度
か
ら
観
光
庁
の
補
助
金

を
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
市
内
の

公
共
ト
イ
レ
の
旅
備
を
進
め
て
い
る
。

き
れ
い
で
快
適
な
ト
イ
レ

の
賂
仙

は
、
観
光
地
や
観
光
施
設
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
た
め
、
今
後
も
引

続
き
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
上

で、

ト
イ
レ
の
屎
瑳
整
備
に
努
め
る
。

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
、
ま
た
は
沿

財
接
触
者
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

22
日、

23
日
に
特
別
に
人
学
選
抜
試
験
を
行
う
。

当
日
に
熱
が
あ
る
場
合
は
、
別
室
受

験
と
な
る
。

（
環
境
・
命
を
守
る
対
策
を

）

囚

地
球
温
暖
化
、
煤
常
気
象
に
鑑
み
、

本
市
は

2
0
5
0
年
ま
で
に
脱
炭
索
を

u指
す
べ
き
と
思
う
が
。

固

改
定
中
の
第
二
次
哀
橙
基
本
計
画
の

中
で
、

2
0
5
0
年
ま
で
の
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
磁
実
質
ゼ
ロ
ヘ
の
取
り
組

み
推
進
を
重
要
施
災
と
し
て
い
る
。

今
後
、
ゼ
ロ
カ
ー
ポ
ン
シ
テ
ィ
を
宣

言
す
る
。

~ 

量'
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誓 品会だより

［＃：、 令和2年度一般会計 12月補正予算概要 パ:] 

補正額7億2,960万円
◆寄附市民参画基金 2億円

ふるさと納税による寄附額が当初の想定を上回る

ことに伴う積立金の増額。

◆小学校教育振興事業 1,770万円
国が進める GIGAスクール構想による児童一人一

台のタブレット端末整備の前倒しによる小学校への

大型モニターの整備に係る費用の増額。

◆地方創生推進事業 l, 160万円
地域におけるにぎわいの創出および新しい生活様

式に即した地域商店の販売拠点と して賑わい出店

（キ ッチンコンテナ）を整備するために係る費用の

増額。

（補正後の額 563億3,269万円）

◆ ゆりの里 公園管理運営事業 1,500万円
夜間交流人口の増加のため｀新たに整備するゆり

の里公園遊具周辺エリアのイルミネーション等の整

備に係る費用の増額。

◆小学校教育振興事業 1,367万円 中学校教育振興事業 1,347万円
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、 宿泊を伴う県内修学旅行を実施する

小中学校に対 し、 修学旅行に必要な経費の補助に係る増額。

[:: ~ 域連ニ・会t贔事務組~ =l 
坂井地区広域連合
坂井市とあわら市で構成。

介随保険、さかいクリー ンセンター、代官山斎苑秘地に

関する•Jr業を行う 。

■令和 2年8月：第 66回定例会

●令和元年度一般会計歳入歳出決算認定について認定

令和元年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定l

いて 認定

他 4件を認定、可決

定

益
認

利
の

分

算

処

決

未
．―-口

●
ロ

会

会

業

業

事

事

走

走

競

競

決

可

会
ト

例
一

定

ポ

ポ

て

回
一

。
3
タ

タ

つ

団

。

第

一
定

ー

に

業

成

う

企

項

年

：

モ

認

モ

分

艇

市

営

月

度

度

処

迎

9
年

て

年

の

年

元

、

元

金

競
前

の

と
業

2
和

つ

和

余

国

越市

市

和

令

に

令

剰

三前

井

艇

令

●

●

越

坂

笠
■

— 

道水

つ

下

定

共

認

公る
＇
（

の

て

係

を

算

に

澤

決

、

域

Tl

t

る
―
-
＝
口

っ

会

げ

会

業

i

区

llt
例

事
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辺
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醗
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守

事
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ぴ

鰤
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川

員

ょ

の

第

領

委

道
構で

甜

知

そ

月

fUi

ロ

川

繕

9
年

定

表

永

廃

修

年
＿
元

認

代

共
平と

川

2
和

員

公
—

竜
匹
和
令
て
議

領
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頭

設

令

●
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五

坂

九

の
■
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同意

[ =~ 芦温悶塁roo;=: 
本市議会では、令和 3年 1月の写害に隙して、

坂井市議会 BCPに基づく坂井市議会災害対策会

議を設附しました。

この会議は、災害時においても議会の機能を的

確に維持することを目的として設附され、議旦の

状況をはじめ、本会議 ・委旦会の開催判断、災害

梢報の収集市対策本部との辿携などについて協

議しました。

i:2 

▲建設部長（左）からの説明を受ける正副請長

閾

門
i
i

五
汀＂＂するに

一

固

条
約
は
令
和

2
年

10
月
に
批
准
国
が

50
に
達
し
、
令
和

3
年

1
月

22
日
に
発

効
す
る
こ
と
が
確
定
し
た
が
、
市
長
の

見
解
は
。

因

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
、
さ
ら
に

一
歩

進
ん
だ
も
の
と
し
て
評
価
す
る
。

固

日
本
政
府
は
こ
の
条
約
を
批
准
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

固

本
市
も
加
盟
し
て
い
る
平
和
首
長
会

議
は
、
日
本
政
府
も
批
准
す
る
よ
う
要

請
し
た
。l"fl"[＂"

-

固

北
陸
整
備
新
幹
線
は
、
敦
賀
間
梨
の

遅
れ
と
、
建
設

11
JTIの
削
加
が
大
き
な

間
題
と
な

っ
て
い
る
。

工
事
の
遅
れ
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
負

担
増
の
影
評
に
つ
い
て
、
県
な
ど
か
ら

ど
の
よ
う
に
報
告
を
受
け
て
い
る
か
。

固

直
接
の
説
明
は
受
け
て
い
な
い
が
、

開
業
遅
延
に
伴
う
影
評
に
関
す
る
資
料

提
供
は
受
け
て
い
る
。

固

第
三
セ
ク
タ
ー
の
構
成
市
の
負
担
増

は
、
原
因
者
位
担
と
す
べ
き
で
は
。

"'"ffl~< 
9匹'"主 9 ● ●u 

.' 
I アイスランド non 
2 ノル9ェー 0.8'2 

←} フィンランド

芦0.820 スワェーデン

5 ニカラグア 0804 
6 ュージ一つンド 0.799 
7 アイルランド 0.798 ． スペイン 0.795 

＇ 
ルワンダ 0.791 

10 ドイツ 0.787 
15 フランス "'" ,, 

カ9ダ 0.772 
21 冥国 0.767 

53 ＊・ n724 

日f イタリア f-=-a涵C>? 

106 中 11 0.676 
108 彎園 0.672 
121 a拿 0.652 

▲日本のジェンダーギャッブ指数
（内閣府広報誌「共同参画」より）

※ジェンダー.. -し ． し` いった葉で 1 れる． ．^ ． に形 れ の

；苔;~,,. ._,.,.. ~·~:; •••••••• 
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▲本市で開催予定の婿活

事業のチラシ

自

淵
業
準
備
費
の
増
加
分
は
国
な
ど
が

措
骰
す
べ
き
で
あ
り
、
強
く
要
望
す
る
。

県
下
の
自
治
体
が

一
丸
と
な

っ
て
求

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

一国い日
"tJIICJ体を
一

固

ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
た
め
に
市
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
。

固

男
女
問
の
不
平
等
の
解
消
に
向
け
た

施
策
の
推
進
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
権
を
諄
重
し
た
意
識
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

回

椒1•森I

囚

本
市
が
取
り
紺
ん
で
い
る
移
住
定
住

の
施
策
は
。

自

U
I
J
タ
ー
ン
奨
学
金
支
援
事
業
や

マ
ッ
チ
ン
グ
強
化

・
移
住
就
職
支
援
事

業
、
お
試
し
移
住
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
講
じ
て
い
る
。

固

掘
几
県
へ
の
移
住
相
談
件
数
が
削
加

し
て
い
る
な
か
で
、
本
市
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

回

結
婚
や
出
産
を
迎
え
る
若
い

世
代

の
相
談
が
多
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

inパ
の
福
井

U
タ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
子
育
て
し
や
す
く
住
み
よ
い
坂
井

市
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

囚

全
国
的
に
平
均
初
婚
年
齢
が
上
昇
し

晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
本
巾
の
状

況
は
。

目

4
年
前
と
比
較
す
る
と
男
性
で
OA
歳、

女
性
で
⑬
歳
上
昇
し
て
お
り
、
緩
や
か

で
は
あ
る
が
上
昇
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

囚

県
が
開
設
し
た

「
ふ
く
い
婚
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
A
1
を
活
川
し

た
婚
話
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

固

コ
ロ
ナ
禍
で
の

A
I
に
よ
る
マ

ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
利
用
は
有
効
で
あ
る
た

め、

市
内
で
出
張
登
録
会
を
開
催
す
る

な
ど
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

囚

本
市
の
結
婚
サ
ポ
ー
ト
巾
業
に
お
い

て
、
専
門
的
な
知
諜
を
布
す
る
民
間
市

菜
者
と
辿
携
し
た
収
り
組
み
は
出
来
な

い
か
。

国

民
間
市
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
婚

活
事
業
展
開
は
布
効
で
あ
る
た
め
、
辿

携
を
調
査
研
究
し
、
本
市
な
ら
で
は
の

婚
活
サ
ポ
ー
ト
巾
業
に
取
り
組
み
、
住

み
よ
さ
の

P
R
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

ヽ

llllw■絣
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誓 品会だより
[ == :: 決算特別委員会報告 \~:: : 

あなたの写真で、坂井市の魅力を伝えてみませんか？

議会広報の表紙写真を大募集！

発行部数約 3万部、市内全世帯に配布される議会広報紙の表紙写真を募集 しま

す。発行月は、5月、8月、11月、2月です。季節感あふれる、あなたが撮影

した奇跡の 1枚お待ち しています。

応募資格

応募期間

応募要件

注意事項

応募方法

市内在住、または在勤 ・在学している人

希望掲載月の前月第 1月曜日まで

・市内で撮影したもの（概ね l年以内で未発表のもの）

・写真は、縦長で撮影された3MB以上の画像データ

(JPG、JPEG形式等）

・応募者以外に被写体となっている人の承諾を必ず得てく ださい。

承諾を得ていなかっ た場合のクレーム ・トラプルなどについては

一切の責任を負いかねます。なお、個人の所有物に関しても、同

様と します。

・応募された写真は、無償で市議会が使用すること に承諾 したもの

とします。また、 サイズ調整等のため加工を行うことがあります。

・選考は市議会広報編集委員会で行います。なお、審査内容につい

てはお答えできません。

①撮影者の氏名（掲載時に使用、ペンネーム可）、②住所、③電話

番号、④掲載希望月、⑤撮影年月、 ⑥撮影場所、⑦写真の説明を記

入し、写真データを添付して、メールで下記アド レスまで送付して

ください。

問い合わせ 議会事務局 TEL 0776-50-3001 
MAIL gikai.fukui.sakai@gmail.com 

一今号の表紙はI.Uさんの作品です。

〇撮影場所

三国サンセットピーチ

〇撮影者のコメント

モデルと なっ

た女性 は「母

の振袖 に袖を

通 し、大好き

な故郷で の撮

影。大切 な思

い出が増えま

した。」と嬉 し

そうに 話 して

いました。

／ たくさんのご応社、
ありがとうございました．＼

ースマートフォンでこ
のパーコードを読み
込むと、宛先が入っ
た状態でメールアプ
リが起動します。

*3月定例会会期日程（予定）

2月22日（月） 10時～本会議（施政方針・訊案説明など）
24日（水）

25日（木） 10時～予勾特別委員会

26日（金）....................................•................................ 

3月8日（月） 10時～本会議（代表質問）..................................................................... 
9日（火）

10日（水）
10時～本会議（一般質問）

..................................................................................................... 

※日程は．変更になる鳩合がありますので、あらかじめご了承~iいます。

3月12日（金） JO時～産業建設常任委且会...... ー........

15日（月） 10時～教育民生常任委員会.................................................................................... 

16日（火） JO時～総務常任委員会
・・・・・・・・・・・・・ ......... ....................... 

18日（木） 10時～予”特別委且会..................................................................................................... 

23日（火） 10時～本会議（委員長報告・採決など）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

工

編

集

後

記

‘

―

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ

ざ
い
ま
す
。
今
年
最
初
の
お
届

け
と
な
り
ま
す
、
い
つ
も
こ
愛

読
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
議
会
で
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
の

導
入
が
完
了

し、

_
T化
が
一

気
に
進
み
ま
し
た
。

分
厚
い
資
料
や
予
算
書
を
持

ち
歩
く
必
要
が
な
く
な
り
、
ス

マ
ー
ト
に
活
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

無
駄
に
紙
を
消
費
す
る
こ
と

も
な
く
、
遠
隔
で
の
会
議
、
や

り
取
り
も
可
能
と
な
り
、
少
し

地
球
に
優
し
く
な
れ
た
か
な
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

間
も
な
く
子
ど
も
た
ち
に
も

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配
ら
れ
ま
す
。

重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

い
、
前
か
が
み
で
歩
く
通
学
路

の
景
色
も
近
い
将
来
一
変
す
る

ご
と
で
し
ょ
う
。

心
も
体
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
す

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

令和元年度決算を認定しました
本委且会では．令和元年度の坂井市一般会計、特別会計および企業会計の計 7会計について、 10月5日から 11月5日まで

の5回にわたり、事業が目的に従って適正かつ効率的に執行されたかどうかや、今後どのような改善工夫がなされるぺきかな

ど箔査を行いました。

霞屈皿
歳入合計 473億 8,751万 9,624円

歳出合計 458億 5,300万 7,621円

歳入出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を引い

た実質収支は 14(む 4,418万円の黒字となった。

地方公共団体の財政力を示す指数は前年度と 同 じ

0.66だが、経常収支比率は 90.8%で、前年度に比べ 1.3

ポイント低下し改善している。

今後とも広く坂井市の魅力を PRし、自主財源の確

保に努めるとともに．経費の縮減や事業の効果を検証

し、選択と集中により （建全財政の確保に努めていく必

要がある。

1翫．訃
〇国民健康保険特別会計

歳入合計 83億 9,205万 8,300円

歳出合計 80億 9,613万 7,891円

実質収支は 2似 9.592万円、単年度収支は 8.977

万円の赤字となった。

一般会計からの繰入金も 5低 l.335万円あり 、今後

も医旅費が増え続けることを念頭に、より ー1行のレセ

プト点検の強化や、さらなるジェネリック医薬品の普

及促進策に取り組む必要がある。

〇後期高齢者医療特別会計

歳入合計 10億 2,024万 7,088円

歳出合計 10億 1,880万 6,488円

実質収支は 144万円、実質単年度収支は 61万円の

黒字であ った。

不納欠祖額について 17万円となり、執行停止が 4

件となって いる。今後とも保険料の収納率向上を図る

とともに、市業の安定的な運常に取り糾む必要がある。

-〇水道事業会計

5.725万円の当年度純損失となり 、暖冬による融舌

水の減少や、減価岱却毀の増加の影秤などが考えられ

る。今後、サーピスの一肘の向上と経営の効率化によ

り、営業収益の安定的な確保に取り組む必要がある。

〇公共下水道事業会計

2,106万円の当年度純損失となり、前年度より改善

された。今後も施設の長寿命化、 経営の効率化、健全

化を図り、より 一府能率的経営を行い徹底した経役の

削減を図っていく必要がある。

〇農業集落排水事業会計

239万円の当年度純利益となった。水洗化率は前年

度と 比べて 0.67ポイント上昇して 91.22%になって

いる。施設の効果的な維持管理などを実施するととも

に、公毀兵担の抑制を図っていく必要がある。

〇病院事業会計

一般会計からの躁入金は前年度と同じく 5(慈円とな

り、当年度純祖失は 5.665万円と前年度から大きく改

善した。今後も病院改革の方向性を堅持し、市民病院

として地域に根差した質の沿jい医療提供に努めていく

必要がある。

（山
田
秀）

9ー： ・1 ~ ー` 鋼，.., 夏(,.!1_,-.g;令 1,,-w._..J• 責 l.~、五畜~~
曹＇`, ..• 吝

用語解説

〇実質収支

当該年度の歳入歳出差引額から、翌年度に紐り越す

べき財源を控除した額．

Qlji年度収支

当該年度の決nによる実質収支から前年度の実質収

支を差しり1いた額。

〇自主財源

市税など、市が自前1で集め自山に使える財源。

0財政力指数

財政の型かさを及す指数。1に近いほど財政に余裕が

あるとされる。（平成 30年度全国市町村平均 ：0.51) 
0経常収支比率

財政構造の弾）J性を及す指標。比率が贔いほど臨時的

に使JHできる一般財源が少なく、弾）］性を失ってい

ることを示す。（平成 30年度全国市町村平均 ：93.0) 

● ,J 、.. ,-w, 

19 L今号の表紙 ，3月定例会会期日程のお知らせ 決算特別委員会報告J18
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坂井市議会釘閏〗；喜列会
2/22(月） ～ 
〈会議日程〉

2/22[月］本会議（初日）

3/ 8[月］代表質問

3/ 9[火］一般質問(1日目）

3/10[水］一般質問(2日目）

3/23[火］本会議（最終日）

3/23(火）開催予定

・日程については市議会ホーム

ページでもご覧いただけます

・各議員の一般質問については

後日YouTubeにて配信されます

問合せ先

國
▲議会ホームページ

坂井市議会事務局

▲ YouTubeチャンネル

TEL 0776-50-3001 

e製 この印刷物は、環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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